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発
行
人
　
　
金
　
子
　
浩
　
隆

榛
名
神
社
由
鰭
記

御
　
祭
　
神

増
　
山
　
姫
命

倭

　

建

　

命

菅
原
道
真
命

建
御
名
方
命

摂
社
・
末
社

大
国
主
　
命

・
琴
平
宮
・
熊
野
社

(
生
命
守
護
・
五
穀
豊
穣
の
神
)

(
開
運
・
土
地
守
護
の
神
)

(
学
問
守
護
・
災
難
厄
除
の
神
)

(
産
業
守
護
・
健
康
長
寿
の
神
)

(
商
売
繁
盛
・
良
縁
結
び
・
病
気
平
癒

・
交
通
安
全
の
神
)

・
稲
荷
社
・
産
泰
社
・
五
柱
社

め
め
よ
し

厳
島
社
・
加
茂
社
　
　
面
美
様

元
懸
社
・
利
根
沼
田
総
鎮
守

沼
田
氏
、
真
田
氏
・
本
多
氏
、
黒
田
氏
、
土
岐
氏
と
代
々
の

城
主
の
崇
敬
を
受
け
、
そ
の
由
縁
の
品
々
が
今
も
保
存
さ
れ

て
い
る
。
特
に
本
殿
は
享
禄
二
年
　
(
1
5
2
9
)
　
沼
田
顕
泰

の
建
立
、
元
和
元
年
　
(
1
6
1
5
)
　
真
田
信
之
に
よ
り
改
築

さ
れ
、
豪
壮
華
麗
な
桃
山
文
化
を
今
に
伝
え
る
。

*
神
道
講
話
*

奉
祝
∴
天
皇
陛
下
御
即
位
一
一
一
十
年

-
御
代
替
わ
り
ー

天
皇
は
こ
の
国
の
《
象
徴
)
で
す
。
神
代
の
昔
か
ら
の

歴
史
や
文
化
を
現
代
ま
で
伝
え
て
き
た
日
本
と
い
う
国
の
、

文
化
の
中
心
に
今
も
な
お
い
ら
っ
し
ゃ
る
天
皇
陛
下
。

来
年
の
四
月
三
十
日
に
は
天
皇
陛
下
の
御
退
位
、
五
月

一
日
に
は
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
が
決
定
し
て
お
り
、
全

国
の
神
社
で
は
今
上
陛
下
へ
の
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
つ
つ
、

御
即
位
三
十
年
を
寿
ぎ
、
各
行
事
・
祭
典
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
皇
太
子
殿
下
の
憲
な
い
御
即
位
を
祈
念

し
て
、
御
大
典
奉
祝
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
上
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
自
然
災
害
な
ど

の
被
災
地
を
巡
ら
れ
、
人
々
を
お
見
舞
く
だ
さ
り
ま
た
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
慰
霊
の
真
心
を
つ

ね
に
捧
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
常
に
国
民
に
お
心
を

お
寄
せ
に
な
ら
れ
た
平
成
の
御
代
三
十
年
。
わ
た
く
し
た

ち
国
民
も
、
陛
下
の
尊
い
そ
の
お
心
お
姿
に
、
心
か
ら
の

感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

皇
室
祭
祀

皇
室
祭
配
を
執
行
さ
れ
る
の
は
天
皇
陛
下
ご
自
身
で
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
恒
例
祭
祀
と
臨
時
祭
配
が
あ
り
ま
す
。
祭

配
は
大
祭
と
小
祭
に
分
か
れ
ま
す
が
、
大
祭
は
天
皇
陛
下

が
自
ら
お
配
り
さ
れ
、
成
年
皇
族
方
全
員
が
ご
参
列
さ
れ

ま
す
。
小
祭
は
、
天
皇
陛
下
が
拝
礼
さ
れ
、
掌
典
長
に
配

ら
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
掌
典
と
は
皇
室
祭
祀
に

奉
仕
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で
、
天
皇
陛
下
が
私
的
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
職
員
で
す
。

大
祭
は
九
つ
あ
り
、
一
番
重
要
な
祭
典
が
十
一
月
二
十

三
日
の
新
嘗
祭
で
す
。
宮
中
三
殿
に
隣
接
す
る
神
嘉
殿
で

新
穀
を
天
照
大
御
神
は
じ
め
神
々
に
お
供
え
に
な
り
、
神

恩
を
感
謝
さ
れ
自
ら
も
召
し
上
が
る
祭
典
で
す
。
小
祭
は

祈
年
祭
な
ど
八
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
即
位
礼
や
大
嘗
祭
　
(
即
位
し
て
初
め
て
行
わ

れ
る
特
別
の
祭
典
)
　
関
連
の
諸
儀
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

皇
族
の
ご
結
婚
や
ご
誕
生
、
成
年
式
、
外
国
ご
訪
問

ご
帰
国
も
、
大
事
と
し
て
三
殿
で
祭
祀
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
天
皇
陛
下
は
自
ら
祭
典
に
お
出
ま
し
に
な

ら
な
い
ご
代
拝
の
と
き
も
、
慎
み
の
時
を
過
ご
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

六
月
三
十
日
に
は
大
祓
が
宮
中
で
執
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
天
皇
陛
下
を
は
じ
め
皇
族
方
は
、
戦

後
は
皇
室
の
私
的
行
事
と
し
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
古

来
か
ら
の
祭
配
・
伝
統
を
継
承
し
、
日
本
国
そ
し
て
国

民
の
幸
福
、
繁
栄
を
お
祈
り
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

御
大
礼

御
大
礼
と
は
天
皇
の
即
位
に
関
わ
る
一
連
の
儀
式
の

総
称
で
す
。
即
位
さ
れ
た
新
天
皇
は
、
即
位
礼
、
大
嘗

祭
、
大
饗
、
親
謁
な
ど
の
多
く
の
儀
式
を
行
わ
れ
ま
す
。

大
嘗
祭
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
初
め
て
の
新
嘗
祭
。

天
皇
一
代
に
一
度
だ
け
の
最
も
大
切
な
お
祭
り
で
、
新

天
皇
が
ご
自
身
で
神
々
に
神
領
を
お
供
え
し
て
、
共
に

饗
す
る
と
い
う
儀
式
で
す
。

新
元
号
の
秋
、
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
斎
行
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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榛
名
神
社
神
輿
諦
調
事
案
趣
意
書

榛
名
神
社
の
本
殿
は
、
一
五
二
九
年
沼
田
顕
泰
公
に

よ
り
建
て
ら
れ
、
一
六
一
五
年
、
昨
年
の
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
の
真
田
丸
紀
行
で
も
紹
介
さ
れ
た
、
真
田
信
之

公
ご
奉
献
　
(
大
改
築
)
　
の
利
根
沼
田
の
総
鎮
守
で
す
。

夏
の
恒
例
大
祭
で
あ
る
祇
園
祭
・
沼
田
ま
つ
り
に
は
、

榛
名
神
社
神
輿
が
氏
子
町
内
渡
御
を
し
ま
す
。
現
在
の

神
輿
は
明
治
三
十
三
年
四
月
七
日
作
成
の
由
緒
あ
る
お

神
輿
で
す
が
、
近
年
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
神
輿
新

調
の
機
運
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
新
天
皇
の
御
即
位
に
あ
た
り
、
全
国
の
神
社

で
御
大
典
記
念
事
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
榛
名
神
社

で
は
、
こ
の
神
輿
新
調
事
業
を
記
念
事
業
と
し
て
考
え

て
お
り
ま
す
。
(
参
考
‥
平
成
の
記
念
事
業
…
大
鳥
居

建
設
)

平
成
三
十
年
八
月
三
〇
四
・
五
日

◇
祇
園
祭
執
行
に
つ
い
て
◇

左
記
の
通
り
、

上
げ
ま
す
。

一
、
日
　
程

八
月
三
日
㈲

午
前
七
時
二
十
分

午
前
八
時

祇
園
祭
に
つ
い
て
の
日
程
等
を
ご
案
内
申
し

本
年
度
当
番
町
　
　
薄
根
町

午
後
一
時
頃

午
後
三
時

午
後
三
時
三
十
分

午
後
四
時
頃

午
後
六
時

八
月
四
日
出

午
後
五
時

八
月
五
日
㈲

午
後
四
時
二
十
分

午
後
五
時

午
後
八
時

午
後
十
時

一
、
本
年
度
仮
宮

神
璽
奉
遷
・
神
輿
発
幸
祭
　
　
　
榛
名
神
社

渡
御
　
大
鳥
居
か
ら
は
車
↓

薄
根
町
↓
清
水
町
↓
榛
名
町
↓
西
倉
内
町

↓
束
倉
内
田
↓
材
木
町
↓
西
原
新
町
↓

束
原
新
町

上
原
町
↓
桜
町
↓
高
橋
場
町
↓
柳
町

柳
町
祭
典
事
務
所
着

出
発
式
　
奉
仕
団
に
よ
り
柳
町
を
出
発

懸
社
会
の
山
車
に
よ
る
奉
迎
・
修
祓

仮
宮
着
御
祭

恒
例
大
祭

仮
宮
発
御
祭

還
御
　
(
奉
仕
団
に
よ
る
)

須
賀
神
社
神
輿
と
の
競
演

宮
入
り
・
本
殿
還
御
祭

仮
　
宮

仮
　
宮

仮
　
宮

市
役
所
前
広
場

榛
名
神
社

材
木
町
神
明
宮
南
側
駐
車
場

(
も
J
G
J
6
J
「
o
J
6
J
「
①
J
(
も
」
(
あ
之
も
J
《
も
J
6
」
(
i
o
J
《
b
J
《
も
J
○
○
J
′
①
J
《
も
J
一
も
J
(
.
⑪
J
(
.
⑥
J
で
①
J
一
も
J
一
も
J
一
ふ
J
一
も
J
一
も
J
(
.
①
J
一
も
J
-
.
①
J
(
.
①
J
(
ふ
ツ
一
,
①
J
一
b
J
一
句
J

つ
き
ま
し
て
は
榛
名
神
社
神
輿
奉
賛
合
を
中
心
に
、
参
与
総
代

ま
た
さ
ら
に
多
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
御
奉
賛
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
御
奉
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
は
、
末
永
く
保

管
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
門
、
貴
社
の
ご
繁
栄

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
神
社
の
事
業
は
お
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
初
め
て
意
味
を
な
す
も
の
で
す
。
以
上

の
趣
意
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奉
賛
金
に
つ
い
て

、
一
口
(
二
千
円
)
以
上
…
ご
芳
名
を
芳
名
帳
に
記
載
し
残
す

、
五
日
(
一
万
円
)
以
上
…
ご
芳
名
を
掲
示
板
に
て
残
す
(
境
内
掲
示
)

、
二
十
五
口
(
五
万
円
)
以
上
…
ご
芳
名
を
神
輿
の
中
に
入
れ
る
と

と
も
に
掲
示
板
に
て
残
す
(
境
内
掲
示
)

二
、
五
十
日
(
十
万
円
)
以
上
…
ご
芳
名
を
神
輿
の
中
に
入
れ
る
と

と
も
に
、
額
縁
掲
示
板
に
て
残
す
(
拝
殿
掲
示
)

【
2
面
に
続
く
】
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出

4月8日に開催されました。「浦安の舞」や「薄

根太々神楽」の奉納、福撒きや大抽選会が行

われるなど榛名の森は終日賑わいました。

大敵「貢越の撤」茅の輪くくり
「夏越の祓い」が6月30日に清々しく斎
行されました。茅の輪を<ぐり半年間の
厄災を祓いました。

6月30日に執行した「夏越の祓」の茅

の輪製作。氏子総代の方々のご協力によ

り立派な茅の輪が出来ました。

氏
監　副会

〃　〃　　〃会　子

査　長長

小桜新/ト桑星王事

野津井林原野役

在「朱印帳と裳〇
六文銭を配した御朱印帳、袋は
人気が高く、全国から御朱印、
御朱印帳、袋を求めて参拝者が
訪れています。

員
富三　文克

夫夫均彦之公

迎「　　お

非買毎神
に大の卑札

器詣
毎氏お脊寺

謹言は
くおあし
し神る
ま札
し　は

よ新

う年.

を

榛名神社
フェイスブック

榛名の森
ホームぺ-ジ

権権宮代役註
禰禰
宜宜司表貴社

小金金金名
野
子子子簿里浩　隆

福阿大大西新羽北金冨平林

田部平竹山井鳥原子沢野

一考耕政好和一　　　　国

薫司雄一之男延浩修仁奨繁

〃′′根〃〃水〃′′名′′〃霹〃〃薪′′′′原〃〃　′′〃木〃〃揚〃〃　〃〃禽〃

町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町

江宮新宮尾小戸斉本増小春諸大加角小小田生小原原案阿土星中松平桜金桜斉都渋

日揮井沢身林部藤多田野山田島藤田田野辺方林津澤原部屋野島井形澤田澤藤丸津

要　　　八文三　佐昭一和末俊弘　　　富昇秀有直俸克昭幸　富完長

俊治均喜郎彦郎登市南男夫青天雄景貰天利二郎久一之好男公雄郎治

平
成
三
十
年
七
月
~
新
元
号
元
年
六
月

毎

　

月

　

一

目

八
　
月
　
　
三
日
四
日
五
目

九

　

月

　

一

日

九
　
月
　
　
三
日

四
日

十
　
月
　
十
五
日

十
一
月
一
一
十
三
日

十
一
一
月
　
　
七
日

十
三
月
二
十
三
日

十
二
月
三
十
一
日

一

　

月

　

一

日

二
　
月
　
十
一
日

月
　
次
　
祭

恒
例
大
祭

風
　
　
　
祭

(
旧
七
月
二
十
四
日
)

諏
訪
祭
　
宵
祭
り

(
旧
七
月
一
一
十
五
日
)

諏
訪
祭
(
祭
典
な
し
)

大
国
大
祭
・
武
尊
祭

新
　
嘗
　
祭

(
旧
十
一
月
一
日
)

神
　
迎
　
祭

天
長
節
祭

大
　
　
　
祓

歳
　
旦
　
祭

紀
元
節
祭

二
　
月
二
十
五
日
　
天
　
神
　
祭

四
　
月
　
　
七
日
　
例
大
祭
　
宵
祭
り

四
月
　
八
月
例
　
大
　
祭

六
　
月
　
三
十
日
　
夏
越
大
祓

そ
の
他
の
御
祈
祷

殿
内
祭
典

初
宮
詣
　
七
五
三
詣

成
人
式
　
結
婚
式

良
縁
祈
願
　
厄
除
け

厄
難
消
除
　
六
三
除
け

車
祓
　
(
交
通
安
全
)

家
内
安
全
　
商
売
繁
盛

年
祝
い
　
(
算
賀
祭
)
　
他

十
三
参
り

安
産
祈
願

方
位
除
け

病
気
平
癒

合
格
祈
願

張
祭
典

地
鎮
祭
　
上
棟
祭
　
竣
工
祭

井
戸
埋
祭
　
家
屋
取
壊
感
謝
祭

邸
内
社
鎮
座
祭
　
(
稲
荷
他
)
　
昇
神
祭

神
葬
祭
　
年
祭
　
他

新
調
計
画
書

、
総
事
業
費
(
概
算
額
)
…
千
五
百
万
円

神
輿
本
体
・
金
具
　
千
二
百
万
円

格
納
庫
・
諸
経
費
　
三
百
万
円

、
募
財
総
額
(
目
標
)
…
‥
千
五
百
万
円

、
募
財
期
間
…
:
平
成
三
十
年
三
月
~
平
成
三
十
一
年
二
月

、
完
成
時
期
目
標
・
二
一
〇
一
九
年
(
新
元
号
元
年
)

八
月
祇
園
祭
で
初
担
ぎ

奉
納
金
納
入
先
…
…
各
町
神
輿
奉
賛
含
会
員

榛
名
神
社
神
輿
奉
賛
合
　
会
長
　
須
田
恭
弘

右
の
趣
意
書
及
び
計
画
書
の
通
り
、
榛
名
神
社
神
輿
奉
賛
合
を

中
心
に
、
神
輿
新
調
事
業
の
奉
賛
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
記
念
の
年
で
あ
り
、
来
年

五
月
か
ら
は
新
元
号
と
な
る
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
新
元
号

元
年
の
初
め
て
の
祇
園
祭
で
、
皆
様
方
の
ご
奉
賛
に
よ
る
新
し

い
神
輿
に
よ
り
、
勇
壮
な
る
初
担
ぎ
　
(
渡
御
)
　
が
で
き
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
調
神
輿
の
制
作
は
社
寺
伝
統
建
築
　
設
計
施
工
「
勾
匠
社
寺
建

築
」
の
木
匠
　
小
野
康
博
さ
ん
。
沼
田
南
東
倉
内
町
出
身
。
全
国

を
飛
び
ま
わ
り
各
地
の
社
寺
仏
閣
、
重
要
文
化
財
の
修
復
な
ど
に

携
わ
る
。
愛
知
県
の
名
古
屋
城
や
福
島
県
の
会
津
若
松
城
な
ど
の

多
<
の
社
寺
仏
閣
の
復
旧
、
修
復
に
携
わ
っ
て
来
て
い
る
。
全
国

で
も
数
少
な
い
宮
大
工
の
一
人
で
あ
る
。

◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
図
譜
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圃
謂
☆
◎
図
譜
☆
◎
圏
叩
叩
☆
◎
圃
謂
☆

平
成
三
十
年
榛
名
神
社
研
修
旅
行

目
時
　
三
十
年
十
一
月
五
日
~
六
日

行
先
‥
東
北
地
、
万
　
仙
台
・
塩
釜
(
泊
・
秋
保
温
泉
)
の
旋

一
日
目
‥
大
崎
八
幡
宮
(
仙
台
総
鎮
守
・
国
宝
)
正
式
参
拝

ニ
ッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場
・
青
葉
城
　
他

二
日
目
‥
志
波
彦
神
社
・
塩
竃
神
社
(
陸
奥
国
一
之
宮
)

正
式
参
拝
　
秋
保
大
滝
・
塩
釜
市
場
　
他

会
費
　
三
万
五
千
円
　
締
切
　
十
月
十
五
日

お
申
込
み
方
法
‥
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
会
費
は
十
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
納
め
下
さ
い
。

「
春
季
例
大
祭
」
賑
わ
う

◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謹
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謹
☆
◎
園
詫
☆

「
奉
納
」
　
村
山
国
枝
垂
桜
1
本

お
供
え
物
な
ど
の
ご
奉
納
の
他
、
境
内
清
掃
等

の
勤
労
奉
仕
な
ど
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(
高
橋
場
町
)

(
材
木
町
)

(
清
水
町
)

(
薄
根
町
)

(
西
倉
内
町
)

(
上
原
町
)

よ

う

由
紀
子

隆
　
改

札
　
佳

参
　
与
東
倉
内
町

西
倉
内
町

柳
　
　
町

高
橋
場
町

材
木
町

桜
　
　
町

上
原
町

東
原
新
町

西
原
新
町

榛
名
町

清
水
町

薄
根
町

総
代束倉
内
町

信

一

宏

　

一

富
　
雄

二
三
夫

今
朝
弘博


